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泉 南 市 議 会 検　索

第4回 定例会第4回 定例会

平成２６年４月に消費
税率が改定されること
に伴い、水道料金及び
メーター使用料が改定
される

　平成２５年第４回定例会（１２月議
会）は、１２月４日から１２月１８日まで
の会期で開催されました。
　本定例会は、国民健康保険税条例の
一部改正や水道事業給水条例及び下水
道条例の一部改正などについて、本会
議・委員会で活発な議論が交わされま
した。
　詳しくは掲載記事をご覧ください。
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各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。

公　明　党

心政クラブ

無所属（泉南刷新の会）

◎竹 田  光 良 ○澁 谷  昌 子 岡 田  好 子 中 尾  広 城
　泉南市民の皆様、新年おめでとうございます。
　いつも、私共公明党に対してご支援、ご声援を頂き、心より御礼申し上げます。本年も、皆様にとってすばらしい一年であ
りますように、心よりお祈り致します。
　昨年の第４回定例会にて、向井市長が引退表明をし、当市は新たなリーダーが誕生する、新時代を迎えます。
　しかし、新市長が誕生しても、市民福祉の向上や、安心安全のまちづくり、子育てしやすく、高齢者や障がい者にやさしい
まちづくりという点は変わることなく、公明党のスタンスも変わることはありません。
　今後も、市民目線の政治を心がけ、皆様と共に、すばらしい泉南市構築の為に、邁進していく決意です。

◎堀 口  武 視 ○南 　 良 徳

梶 本  茂 躾

　昨年は、南議長、堀口議会改革懇談会長として、我々の主張
である「決める政治」を実践し多くの議会改革を成し遂げて参り
ました。今年は向井市長が勇退表明をされ新しい市長を迎える
事になりますが、私共心政クラブは、改めて、市民皆様方の信託
を胸に刻み、「熱き心で」やさしい元気な、泉南のまちづくりに頑
張って参ります。

　今年は市長が変わります。「泉
南愛」地元を愛する人が望まし
い。広域化から合併へと向かわな
い、泉南市だけで精一杯頑張ると
いう意志の持った市長の実現の
ため微力であるが力を尽くした
い。

無所属（緑の党）

小 山  広 明
　市民が納得できる情報公開で、
市民の関心は高め、法的決定に責
任を持つ議会が決定責任を持ち、
それを行政が執行し、市民の立場
に立った自治の街を目指したい。
山間部と定年退職者の活用を公
的視点を持って行う。年を重ねる
ことのすばらしさを７２歳になった
実感で行動していく。

無所属（自由民主党）

古 谷  公 俊
　謹賀新年。今年はアベノミクス
の３本の矢でもある経済再生が重
要となります。市民の皆様により
元気に出来るよう純粋な眼で現
場を歩き見定め問題定義し物事
を解決に導いていき、元気な泉
南・おもてなし泉南を目指します！

まい  しん

を語るを語るを語る

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
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しんしゃく

さら

のぞ

拓進クラブ

◎木 下  豊 和 ○河 部 　 優
　午（ウマ）年の本年は、素晴らしい脚力を発揮して、６万５千人
の市民の皆様とともに、しっかりと着実な幸せを追求していか
なければなりません。われわれ拓進クラブは、２名ではあります
が、地道な市民目線で理事者と対等に議論し、５月以降のポスト
向井市長ともども二元代表制のもとでの政策実現を目指しま
す。過去の栄光を追うのではなく、未来を追求していきます！

新風立志の会

◎谷 　 展 和 ○田 畑 　 仁
　新年明けましておめでとうございます。
昨年は無所属でありました田畑・谷が会派を結成、馬が合う２人
がタッグを組み市政に取り組んでまいりました。若輩者の２人で
はございますが、馬齢を重ねることなく市民の為にしっかりと精
進と努力を重ねてまいりますので、皆様におかれましては、御指
導、御鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

無所属（泉南フォレスト）

森 　 裕 文
　午年は、「馬脚」を現わす年に！市
民のために、良くも悪くも、市政情
報の斟酌しない徹底公開を実現
し、この際、市政の全てを市民の
前に曝け出して、市民と共に歩め
るのか、否か、行政も議会も性根
を据えて、臨まねばならない。

日本共産党

◎大 森  和 夫 ○松 本  雪 美 和 気  信 子 成 田  政 彦
　新春明けましておめでとうございます。
自民・公明は、昨年末、憲法違反の秘密保護法を強行採決しましたが、反対の声は採決後も大きく広がっています。
今年も安倍内閣の暴走と正面から対決、対案示し、市民との協働を広げ、教育・福祉の充実に取り組みます。
老朽校舎の建て替えと大規模改修、子ども医療費の中卒までの助成制度の拡大を実現させ、介護保険制度改悪、生活保護
の利用制限、上下水道料金の消費税増税に伴う引き上げに反対し、暮らしを守るため全力を尽くします。

午年に抱負午年に抱負午年に抱負

～各会派の抱負と会派構成～
◎は幹事長、○は副幹事長
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■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
　
泉

南
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
も

の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
社
会
福

祉
協
議
会
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る

が
、
今
後
の
行
政
の
考
え
方
は
？

　
　
指
定
管
理
の
部
分
に
つ
い
て
は
社

会
福
祉
協
議
会
自
体
の
活
動
と
は
少
し

離
れ
る
面
は
あ
る
が
、
福
祉
の
面
で
の

知
識
の
豊
富
さ
な
ど
か
ら
考
え
る
と
利

用
す
る
側
に
と
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
社

会
福
祉
協
議
会
に
継
続
し
て
お
願
い
し

た
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
社
協
の
運
営
は
補
助
金
が
大
半
で
市

と
同
じ
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
て
、
指
定

管
理
が
民
間
の
良
さ
を
生
か
す
と
い
う

制
度
と
は
相
い
れ
な
い
。
社
協
は
障
害

者
や
弱
い
人
た
ち
に
対
す
る
福
祉
事
業

を
や
っ
て
い
く
の
が
本
来
業
務
で
、

（
今
回
は
社
協
だ
け
に
）
将
来
的
に
は

公
募
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
平
成
２５
年
４
月
か
ら
５
年
契
約
で
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ぴ
あ
泉
南
」

は
社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
し
て

い
た
。
平
成
２６
年
４
月
か
ら
５
年
間
は

泉
南
市
の
社
会
福
祉
と
地
域
福
祉
を
発

展
さ
せ
る
た
め
に
も
社
会
福
祉
協
議
会

の
継
続
は
適
任
で
あ
る
と
賛
成
。

■
泉
南
市
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
及

び
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
社
会
福

祉
法
人
の
認
可
等
に
関
す
る
事
務
を
本

市
が
行
う
こ
と
と
な
り
、
当
該
事
務
を

行
う
に
あ
た
り
泉
南
市
社
会
福
祉
法
人

設
立
認
可
等
審
査
会
を
設
置
す
る
も

の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
社
会
福
祉
法
人
設
立
認
可
等
審
査

会
委
員
は
日
額
7
5
0
0
円
の
報
酬
と

あ
る
が
、
そ
の
金
額
の
根
拠
は
？

　
　
報
酬
が
日
額
の
場
合
、
７
５
０
０
円

と
い
う
基
準
が
あ
り
、
こ
の
金
額
に
つ
い

て
は
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
お
い
て
決

定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
条
例
に
よ
る
規
則
の
位
置
付
け
を
評

価
す
る
。
審
査
会
に
弁
護
士
、
会
計
士

も
入
っ
た
中
で
日
当
７
５
０
０
円
は
実

態
に
合
わ
ず
積
極
的
に
入
っ
て
来
に
く

い
。
審
議
内
容
は
公
開
し
、
市
民
の
知

る
権
利
は
担
保
さ
れ
る
べ
き
。
審
議
会

の
開
催
回
数
を
１
回
と
し
て
い
る
の
は

事
務
局
ぺ
ー
ス
を
意
図
す
る
。

■
泉
南
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
及
び
固
定
資
産
評
価
員
の
規
定

を
整
備
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
今
年
全
棟
調
査
が
実
施
さ
れ
、
税
収

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
5
年
後
、
１０
年

後
に
、
再
び
全
棟
調
査
が
必
要
と
な
ら
な
い

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
は
可
能
か
？

　
　
今
後
、
航
空
写
真
の
判
読
の
精
度

を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
を
再
検
討
し
、
未

調
査
家
屋
の
な
い
よ
う
に
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
今
回
の
改
正
は
、
上
場
株
式
等
で
譲

渡
益
が
課
税
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

申
告
時
に
譲
渡
損
が
出
た
場
合
、
翌
年

に
損
益
通
達
が
可
能
と
な
る
制
度
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
富
裕
層
の
税
負
担
を
減

ら
す
こ
と
に
な
る
優
遇
措
置
で
あ
り
格

差
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

反
対
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
担
当
職
員
が
評
価
を
し
て
市
長
に
提
出

す
る
前
に
評
価
委
員
（
副
市
長
）
が
評
価

す
る
と
い
う
が
、
組
織
の
中
の
一
員
が
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
や
る
の
は
煩
雑
に
な

る
だ
け
。
無
か
っ
た
ら
ど
う
不
具
合
が
あ

る
の
か
分
か
ら
な
い
。
説
明
を
（
市
民
に

も
）
分
か
り
や
す
く
す
べ
き
。

■
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
国
保
税
の
軽
減
は
国
民
健
康
保
険
加

入
者
に
悪
い
影
響
が
で
る
の
で
は
な
い
か
？

第
4
回
定
例
会

第
4
回
定
例
会

　
平
成
２５
年
第
4
回
定
例
会
（
１２
月
議
会
）
は
、
１２
月
4
日
か
ら
１８
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問答

問問

問 答

答

議
案
第
4
号
　
原
案
可
決

議
案
第
７
号
　
原
案
可
決

議
案
第
９
号
　
原
案
可
決

議
案
第
８
号
　
原
案
可
決
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今
回
の
改
正
に
つ
い
て
は
特
別
な

方
に
限
ら
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
現
行
と
変

わ
ら
ず
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
今
回
の
国
保
税
の
改
正
は
富
裕
層
の

税
負
担
を
著
し
く
引
き
下
げ
る
要
因
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
優
遇
す
る
こ
と

は
格
差
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
反
対
す
る
。

■
泉
南
市
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
泉

南
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
平
成
２６
年
４
月
に
消
費
税
率
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
、
自
動

的
に
水
道
料
金
は
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
か
？

　
　
消
費
税
法
に
よ
る
税
率
を
乗
じ
て

得
た
額
と
な
る
た
め
、
今
回
の
改
正
は

水
道
料
金
の
値
上
げ
で
は
な
く
、
消
費

税
率
を
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
消
費
税
値
上
げ
に
対
応
し
た
議
案
上

程
は
評
価
す
る
。
し
か
し
消
費
税
値
上

げ
も
市
民
に
と
っ
て
は
値
上
げ
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
議
会
の
審
議
無
し
で
は
議

会
審
議
権
の
無
視
。
議
論
に
も
あ
っ
た

市
民
の
負
担
増
を
水
道
事
業
体
で
努
力

出
来
る
為
に
自
己
水
率
を
上
げ
て
、
企

業
団
水
依
存
は
低
く
す
べ
き
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
市
長
は
決
算
委
員
会
で
「
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
行
わ
な
い
」
と
答
弁
。
し
か

し
消
費
税
率
引
き
上
げ
分
、
料
金
が
値

上
げ
す
る
条
例
を
提
案
し
た
。
本
市
の

水
道
料
金
は
府
下
で
も
最
も
高
額
。
値

上
げ
は
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る
。
原
水
の

購
入
価
格
の
値
下
げ
を
利
用
し
、
値
上

げ
幅
の
抑
制
な
ど
行
う
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
消
費
税
議
論
は
国
政
の
問
題
で
あ

る
。
議
案
は
水
道
料
金
の
消
費
税
を
、

税
法
改
定
を
受
け
て
妥
当
に
整
理
し
た

だ
け
の
改
正
案
件
で
あ
る
。
意
図
的

に
、
こ
の
手
続
き
的
な
条
例
改
正
を
使

っ
て
、
市
民
の
間
に
消
費
税
議
論
を
再

燃
さ
せ
よ
う
と
す
る
独
善
的
な
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
は
許
せ
な
い
。

■
平
成
２５
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

（
主
な
内
容
）

　
保
育
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る
予
算

や
障
害
児
通
所
給
付
事
業
に
係
る
予
算

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
２５
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
老
人
集
会
場
に
設
置
す
る
A
E
D

に
つ
い
て
、
生
命
に
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
の
集
会
場
に
一
挙
に
設
置

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
限
定
し

て
設
置
し
た
理
由
は
？

　
　
老
人
集
会
場
は
２７
カ
所
あ
る
が
、

市
内
各
地
区
は
１０
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
お
り
、
ま
ず
、
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
１

カ
所
ず
つ
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
併

せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置
す
る
だ
け
で
は
意

味
が
な
い
た
め
、
ま
ず
、
老
人
集
会
場

の
管
理
者
１０
名
程
度
か
ら
、
消
防
署
職

員
に
よ
る
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
福
祉
関
係
に
重
点
を
置
い
た
補
正
予

算
。
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
達

の
た
め
の
新
事
業
に
大
い
に
期
待
す

る
。
ま
た
、
来
年
度
中
学
３
年
生
の
普

通
教
室
へ
の
空
調
設
置
は
、
環
境
整
備

の
上
か
ら
も
評
価
す
る
も
の
で
、
今
後

計
画
的
に
小
・
中
学
校
全
教
室
へ
の
設

置
も
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
新
火
葬
場
事
業
は
１７
億
円
程
か
か
り
、

箱
モ
ノ
は
造
れ
な
い
財
政
状
況
で
、
既
に

あ
る
２
つ
の
整
備
が
行
政
の
努
め
。
住
民

へ
の
説
明
も
区
長
会
だ
け
で
は
不
十
分
で

自
然
を
守
り
生
か
す
事
か
ら
利
活
用
を
限

定
す
る
。
工
事
は
中
止
を
。
教
室
へ
の
ク

ー
ラ
ー
は
中
学
３
年
生
だ
け
で
な
く
全
教

室
設
置
時
期
を
示
せ
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
子
育
て
支
援
事
業
策
定
・
障
が
い
児

通
所
給
付
事
業
・
介
護
施
設
開
所
等
の

補
助
金
・
中
学
３
年
生
の
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
調
査
費
を
評
価
す
る
。
新

火
葬
場
建
設
に
関
わ
る
水
道
敷
設
事
業

も
含
め
今
後
の
住
民
説
明
会
を
行
う
こ

と
。
全
小
中
に
も
エ
ア
コ
ン
設
置
を
望

む
意
見
を
付
す
。

インターネットで議会の
　　　　　　　生中継・録画中継が見れます

　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ
（録画映像）による議会中継の配信を行っています。
　スマートフォンやタブレット型パソコンからもアクセスが可
能です。
　市民の皆さまのアクセスをお待ちしております。

（ホームページからのアクセス方法）
泉南市議会ウェブサイト→議会中継

問 答答

答 問

議
案
第
10
号
　
原
案
可
決

議
案
第
１１
号
　
原
案
可
決
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一般質問事項

日本共産党
なり　 た　　　　まさ   ひこ

成田　政彦
一般質問事項

心政クラブ
みなみ よし　のり

南　　良徳

一般質問事項

無所属　泉南刷新の会
かじ  もと　　　　 し   げみ

梶本　茂躾
一般質問事項

無所属　泉南フォレスト
もり ひろ  ふみ

森　　裕文

一般質問事項

公明党
しぶ   や　　　　 まさ    こ

澁谷　昌子
一般質問事項

公明党
たけ　だ　　　　みつ　よし

竹田　光良

１２月議会

14人が市政を問う

一 般 質 問

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対

し、質問し、確認することで、毎定例会において、各議

員１人あたり１時間の質問をすることができます。

　12月定例会では、14名の議員が市政全般にわたる課

題や問題点について、一般質問を行いました。

　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
掲載順位は質問順です。

①安倍自公政府による、社会保障プログラム法は、介護・年金・
生活保護等、今後５兆円にのぼる社会保障費を削減し、地方自治
体の福祉施策にも多大な影響を与える。その影響は②老朽化した、
泉南・西信達中学校・信達小学校建て替えについては早急に予算
化し計画的に建て替えすべきだ。他の小・中学校も同様に大規模
改修すべきだ。③新家駅前の交通混雑を解消する、砂川樫井線の
完成はいつごろか。④高齢化社会対策として、市役所をはじめ、す
べての公共施設のトイレに手すりと洋式トイレを設置すべきだ。

まず市長の市政運営について質問をし、「都市の健康」すなわち、
「人、まち、社会の健康づくり」について、広域連携について、
今期の総括と今後の市の展望について聞きました。次に防災対策
として地域防災計画の進捗、自主防災組織の充足率、その活動拠
点の必要性と拠点施設として旧幼稚園施設の活用について聞きま
した。また観光振興ビジョン策定の進捗、遊休農地の活用として営
農継続型の太陽光発電への補助金の考え方についてや樽井駅エレ
ベーター設置の工事状況と新家駅バリアフリーの進捗について質
問しました。

一、泉南市の観光産業を担うと思われる各種団体の観光への取り
組みについて○観光協会○せんなんわくわく広場、（株）輝光○商工
会○各種団体と連携について
一、路面性状調査結果について（約１７４キロ）○ひび割れ率４０％
のキロ数○今年度中の改修予定路線とキロ数○優先順位の決め方
一、Ｐ．Ｄ．Ｃ．Ａマネジメントサイクルについて○行政評価の現状○
議案提出時における政策形成過程の文書による情報開示の可能性
と、事業終了時の評価結果の公表について（Ｐ．Ｄ．Ｃ．Ａサイクル
を回して）

自治体組織と人材マネジメントについて
　地方分権に向けて、自治体組織はどうあるべきか。職員の専門
性を高めるには。行政の総合性が求められている。現場重視。
地方公営企業会計（水道事業会計）制度の見直しについて
　会計基準の見直しの内容と影響について。借入資本金の負債計
上、退職給付引当金等の計上義務化、減損会計の導入、財務諸表
への影響、健全化指標への影響等々―難しい大作業に対して、シ
ステム、人的予算的な支援が必要。

１．医療について①成人用肺炎球菌ワクチン接種の助成継続につ
いて②胃がん対策にピロリ菌検査導入を③がん検診受診推進事業
について④脊柱側湾症対策
２．学校施設の整備について①熱中症対策（空調設備の設置）②
太陽光発電の導入事業について
３．高齢者支援対策について①高齢者紙おむつ支給事業について
②認知症初期集中支援チーム設置について
４．生涯教育について①シニア世代の生きがいづくりについて②夜
間中学校通学者支援について 
以上大綱４点について質問させて頂きました。

第４回定例会での私の一般質問は、１．教育問題について。　２．
まちづくりについて。　３．防災について。　４．指定管理者制度
について、質疑を行いました。
　中でも、学校施設の老朽化は勿論、給食センターの老朽化につ
いても指摘しました。また、市内全体のバリアフリー化への質問を
行い、公共施設周辺のバリアフリー化を先行すべきと訴えました。
　また、新家駅のバリアフリー化に伴い、踏切の歩道部分の改修
をあらためて要望しました。また、公共施設の耐震化促進も訴えま
した。

もちろん
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一般質問事項

拓進クラブ
かわ　べ　　　　　　  まさる

河部　　優
一般質問事項

無所属　自由民主党
ふる　 や まさ　とし

古谷　公俊

一般質問事項

日本共産党
わ　  け　　　　のぶ    こ

和気　信子
一般質問事項

拓進クラブ
きの  した とよ   かず

木下　豊和

一般質問事項

日本共産党
おお　もり　　　  かず   お

大森　和夫
一般質問事項

無所属　緑の党
こ　 やま　　　  ひろ  あき

小山　広明

①防災協定として災害用トイレや段ボールベッド等の締結は行われ
ているのか。子どもが多数活動する青少年センターの耐震診断を
早急に実施するよう求める。
②認知症ケアの現状と今後の課題。第５期高齢者保健福祉計画の
動向と第６期への反映。障害者差別解消法の課題について。保育
所途中入所希望者の待機解消策について。
③教育改革プランの再構築と学校施設老朽化対策の考え方につい
て。小中学校における修学旅行先の選定にあたって変更する際は
保護者の意見を聞くべきではないか。

１．市のネーミングライツ事業について※泉南市有料広告提案事
業について　２．観光名所となる巨大モニュメント作りを！※泉州エ
リアで代表となる新名所作りを※巨大アニメキャラクター施設を作
り市内商業の活性化を！　３．俵池公園について※維持管理、運営
について※防災公園の機能作りについて　４．樽井小学校の体罰
問題、その後の状況について※新聞掲載された処分の最終結果の
経緯について※市民から出された嘆願書についての府・市教育委
員会の意見は？　５．災害と危機管理について※市長と自衛隊との
即時の連携体制は。

一般質問事項

公明党
おか　だ　　　　よし　 こ

岡田　好子
一般質問事項

日本共産党
まつ  もと せつ    み

松本　雪美

１．医療について　これは毎回一般質問させて頂いていますが①
乳幼児子ども医療費助成について歳児引き上げを　②妊産婦健診
と出産支援について（妊婦歯科検診実施を）
２．子ども子育て支援の充実について　①子ども子育て支援の充
実について（平成２７年度予定）のニーズ調査等　②放課後児童、
留守家庭児童について（小学６年生までに）　③いじめ、虐待につ
いて（発生件数と主な内容）また「いじめ防止対策推進法」施行
についての考え
３．女性施策について　①女性議会を終えての感想と周知方法

①交通混雑で危険、和泉砂川駅前広場、道路整備を早急に　②ゴ
ミと雑草の公園、道路や植樹帯をきれいに　③「緑の 100 選」指
定の岡中の大楠、堀河ダムの桜を守る対策を　④小学校での生徒
への体罰事件の根絶と再発防止を　⑤市の住宅リフォーム助成制
度実施で元気な事業所を　⑥イノシシから農作物を守る電気防護
柵設置に市も助成を　⑦アスベスト糸くずらしきものが元府立砂川
高校跡地の支援校建設現場から掘り出され、校庭の築山に使われ
たが飛散の危険ないか市から府へ立ち入り調査の要請を。

①給食センターの建て替え・アレルギー対策・エアコン設置で職
員の健康維持と安全な食材管理を　②中学校給食は、地産地消・
食育教育を大切に　③妊産婦検診の拡充と 80 歳で 20 本の歯で
健康に生きるために歯科検診の充実を　④市営住宅の維持管理・
緊急時の対応を・宮本住宅の建て替え計画、説明は関係者の意見
を十分に聞くこと　⑤同和更生貸付資金問題は早期解決を　⑥国
の介護保険改悪で市民や利用者のサービスを低下させないよう地
方自治体として対応策をとること　⑦独居・孤独死対策や買い物難
民対策で高齢者が安心できる街を。

２日前に引退表明した向井市長に対し、２０年間の謝意を冒頭に述
べ、大綱４点の質問を行いました。
①危機管理について、今後のスーパー台風の懸念や他の自治体の
教訓を質し、早期に津波ハザードマップを再編するよう要請
②職員採用の実態と優秀な職員育成への工夫を質疑応答
③３年越しの療育センター等の充実については、子供総合支援セン
ターの提言が行われ、その組織に包含した施策によって、ようやく
半歩前進した回答を得ることができた
④最後に学童保育について質し、一般質問を締めくくりました。

●学校にエアコン設置を・・中３の教室への設置きまる。
●一丘小、新家東小、東小は来年度の耐震工事ともにトイレの改
　修など老朽化対策を国の補助を活用し行うこと。
●子ども医療費は最低でも、入院は中学校卒業まで通院は小学校
　卒業まで助成し、近隣市町並みに引き上げること。
●山間部のゲリラ豪雨対策（土砂崩れなど）と、新火葬場へのア
　プローチ道路を災害に備え、複数確保すること。
●泉南市職員災害初動マニュアルを職員削減に見合う動員体制に
　見直しすること・・改訂版を作成し見直す。

向井市長が今期で引退を表明し「満足な 20 年」と。砂川駅前事
業 650 億円は遅れて出来なかったから良かった。イオン進出で大
資本が街づくりを誘導している中で公の役割は何か、大きな転換期
の中で国の政策に、今もそうだが乗り市民が取り残され市民の危
機感は止まらない。主権者市民に立った市長を選び、市民自身が
街づくりをつくっていく選挙を、議員も十分その立ち場上責任があ
るわけですから関っていくべき。秘密保護法で市長は「民主主義の
成熟した日本で戦前のような状況にもどるようなことは心配してい
ない」に私はその認識が心配だ。
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お
待

ち
していま

す

お
待

ち
していま

す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
／
谷
　
展
和

副
委
員
長
／
堀
口
武
視

委
　
　
員
／
古
谷
公
俊

　
　
　
　
　
澁
谷
昌
子

　
　
　
　
　
河
部
　
優

　
　
　
　
　
成
田
政
彦

議　案　番　号 件　　　　　　　名 賛　　　　　否 結　果

議案第1号 泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上　髙明　氏） 全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

原案同意

議案第2号 人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（赤井　千惠子　氏 ) 原案了承

議案第3号 泉南市固定資産評価員の選任について　（竹中　勇人　氏） 原案同意

議案第4号 指定管理者の指定について

賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、竹田、成田、松本、森、南、堀口
反対　 1 小山

原案可決

議案第5号 阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の変更に係る
協議について 原案可決

議案第6号 阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設置規約の変
更に係る協議について 全会一致 原案可決

議案第7号 泉南市附属機関に関する条例及び報酬及び費用弁償条例の一
部を改正する条例の制定について 全会一致 原案可決

議案第8号 泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第9号 泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第１１号 平成２５年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第４号）
賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、竹田、成田、松本、森、南、堀口
反対　 1 小山

原案可決

議案第１０号 泉南市水道事業給水条例及び泉南市下水道条例の一部を改正
する条例の制定について

賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、森、南、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

賛成　 13 小山、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、森、南、堀口
反対　 4 大森、和気、成田、松本

賛成　 13 小山、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、森、南、堀口
反対　 4 大森、和気、成田、松本

原案可決

議案第１２号 平成２５年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第１３号 平成２５年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第1号） 全会一致

全会一致

原案可決

議案第１４号 平成２５年度泉南市水道事業会計補正予算（第２号） 全会一致 原案可決

議員提出議案第13号 「非常事態」となっている東京電力福島第一原子力発電所の汚染水問題
について国が全面的に責任を持つ体制の確立を求める意見書について 全会一致 原案可決

議員提出議案第14号 労働者派遣制度改悪をやめブラック企業根絶を求める意見書
について 全会一致 原案可決

閉会中の継続調査について 継続調査

議　案　番　号 件　　　　　　　名 結　果

泉南監報告第16号～１8号 例月現金出納検査結果報告 報告済

議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

編
集
後
記

議会だよりに対するご意見・ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）泉南市議会事務局

TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

　
明
け
ま
し
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で
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う

ご
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す
。
各
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、
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派
、
全
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が
開
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、
理
解
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
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の
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